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河原地区人権啓発推進協議会（河原地区公民館内） 85-2959／85-2970

河原地区人権啓発推進協議会 会長 松岡 一

【令和7年度小地域懇談会を終えて】

今年度も各部落で小地域懇談会の準備、
運営、参加をいただきありがとうございま
した。地区全体を取りまとめた内容、感想
については、部落長さん、推進委員さんに
１２月に報告いたしました。(感想につい
ては、この『人推協だより』では紙面の都
合上一部分の紹介としております)
さまざまな感想を読み、目を開かれたり

心を打たれたりしました。人権啓発映画
「やさしく の意味～おばあちゃんは認知
症だった」の主人公が小学生であったこと
や認知症の家族にどう接するべきかという
内容から、ご自身の体験を思い出し、介護
されているご家族に対して気持ちの余裕が
十分に持てなかった反省とともに、お子さ
んはやさしく接されて、それをいつまでも
介護されたご家族が覚えておられたとつづ
られたものもありました。
子どもに教えられると言えば、一昨年、

徒歩で登校している小学生たちを見て、一
番遠い登校班は学校までどれくらいかかる

のかと実際に歩いてみたことがあります。
３０分でした。後日、６年生女子のリー
ダーに確かめると、「４５分です」。ふし
ぎに思い訳をたずねると「１年生を連れて
いると時間がかかります」と返ってきまし
た。さらに、皆を待ち受けるために６時50
分には家を出ているとのことでした。年度
がかわっても、何度も後ろを振り返りなが
ら下級生を引き連れていく、新しいリー
ダーたちの姿があります。その子たちも、
これまでは年長のリーダーに守られ、その
姿を見ながら登校してきたのでしょう。
「子どもは言うようにはしない、するよ

うにする」という言葉があるそうです。子
どもは言われることよりも人の姿から学ん
でいるという、大人への戒めです。「やさ
しさは全ての人の心を動かすとても大切な
ことであり、十分に気をつけていきたい」
という小地域懇談会の別の感想とも重ね、
ふだんの自分を振り返った次第です。



人権啓発事業 映画鑑賞会
「学校」 6/1８（水）参加者 14名

映画『学校』（1993年公開）は、東京下町の夜間中学校を舞台に、教師と多様な背景を持つ生
徒たちの交流を描いた人間ドラマです。卒業を前に、作文を通じて生徒たちの人生や思い出が語
られ、やがて一人の生徒の死をきっかけに「幸福とは何か」を問いかける物語でした。

人権視察研修
Soraかさいと書写山圓教寺 10/2８（火） 参加者 １５名

S
o
ra

か
さ
い
で
は
、
鶉
野
飛

行
場
跡
や
戦
闘
機
『
紫
電
改
』

な
ど
の
展
示
を
通
じ
て
、
戦
争

の
記
憶
を
次
世
代
へ
伝
え
る
取

り
組
み
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
特
攻
隊
の
出
撃
地
と
し
て

多
く
の
若
者
が
命
を
落
と
し
た

歴
史
を
学
び
、
平
和
の
大
切
さ

を
考
え
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
攻
隊
と
し
て
飛
び
立
っ
た
若

者
た
ち
の
写
真
や
直
筆
の
手
紙

に
触
れ
た
り
、
狭
く
て
真
っ
暗

な
防
空
壕
の
中
に
入
る
体
験
を

し
た
り
と
、
数
字
で
は
な
く

「
人
の
物
語
」
と
し
て
戦
争
を

学
び
、
平
和
の
尊
さ
を
改
め
て

心
に
刻
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

続
い
て
訪
れ
た
書
写
山
圓
教

寺
は
、
九
九
六
年
に
性
空
上
人
に

よ
っ
て
開
か
れ
た
天
台
宗
の
名

刹
で
「
西
の
比
叡
山
」
と
も
称

さ
れ
る
広
大
な
寺
院
で
す
。
境

内
に
は
大
講
堂
、
常
行
堂
、
食

堂
な
ど
の
重
要
文
化
財
が
並
び
、

千
年
以
上
前
の
歴
史
を
今
に
伝

え
て
い
す
。

今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、
私

た
ち
は
戦
争
の
歴
史
か
ら
、
平

和
の
尊
さ
と
共
生
の
精
神
の
両

面
を
体
験
し
し
た
。

今
年
度
の
人
権
視
察
研
修
で
は
、
兵
庫
県
加
西
市
に
あ
る

戦
争
に
つ
い
て
の
研
修
施
設
「S

o
ra

か
さ
い
」
と
、
姫
路
市

の
歴
史
的
名
刹
書
写
山
圓
教
寺
を
訪
問
し
ま
し
た
。

国際交流事業 世界の料理教室『韓国編』

２/6（金） 参加者 １５名

２
月
6
日
（
金
）
に
鳥
取
市
国
際
交
流
員

の
李

在
漢(

イ
・
ジ
ェ
ハ
ン
）
さ
ん
を
講
師

に
お
招
き
し
て
韓
国
料
理
教
室
（
ポ
ッ
サ

ム
・
韓
国
み
そ
汁
・
キ
ム
チ
・
キ
ン
パ
）
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
々
は
作
っ
た
料
理
を
食
べ

な
が
ら
、
韓
国
の
魅
力
や
ク
イ
ズ
を
交
え
た

プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
く
に
ぎ

や
か
に
交
流
を
は
か
り
ま
し
た
。



アンケート集計結果

【令和７年度小地域懇談会実施報告】

河原地区人権啓発推進協議

会では、より多くの方に気軽に

参加していだだける会をめざし、

前年度に実施したアンケートの

集計結果を参考にして、関心の

高いテーマを反映した形で計画

しています。

今年度は認知症にどう向き合

うをテーマとした映画「やさしく」

の意味～おばあちゃんは認知

症だった～を視聴していただき

ました。認知症の家族に対して、

身近な家族としてどのように接

すればよいかを学んでいく小学

生の実話をもとに作成された映

画でした。

学習後は、感想交流・アン

ケートにご協力いただきました。

各部落の部落長さん及び推

進委員さんのご尽力のおかげ

で、１３４名の参加と、昨年度よ

り１５名増となりました。心より

お礼申し上げます。

今後も多くの住民の方に参加

いただけるよう工夫していきた

いと思いますので、引き続きご

協力をよろしくお願いいたします。

質問内容 回　答 合計 割合

～20代 3 2.3%

３０代 1 0.8%

４０代 15 11.3%

５０代 24 18.0%

６０代 46 34.6%

７０代 37 27.8%

８０代～ 6 4.5%

無回答 1 0.8%

計 133名

よくわかった 77 57.9%

だいたいわかった 46 34.6%

わかりにくかった 0 0.0%

無回答 10 7.5%

計 133名
① 同和問題（部落差別） 4 1.2%

② 男女共同参画に関する人権問題 16 4.8%

③ 障がいのある人の人権問題 38 11.3%

④ 子どもの人権問題 19 5.7%

⑤ 高齢者の人権問題 34 10.1%

⑥ 外国人の人権問題 16 4.8%

⑦ 病気にかかわる人の人権問題 23 6.9%

⑧ 個人のプライバシー保護 27 8.1%

⑨ アイヌの人々の人権問題 3 0.9%

⑩ 刑を終えて出所した人の人権問題 2 0.6%

⑪ 犯罪被害者やその家族又は遺族の人権問題 12 3.6%

⑫ 性的マイノリティの人権問題　 6 1.8%

⑬ ハラスメント(職場における)に関する人権問題 23 6.9%

⑭ 生活困窮者の人権問題 17 5.1%

⑮ インターネットにおける人権問題 46 13.7%

⑯ 災害時における人権問題 35 10.4%

⑰自死にかかわる人の人権問題 12 3.6%

⑱ その他 2 0.6%

計 335

年代

内容

今後取り
上げたら
よい内容

実施日 部落名
R7年度
参加者

10月5日(会合時) 鮎ヶ丘 11
10月11日(単独開催) 下渡一木 9
10月12日(単独開催) 袋河原 23
10月26日(単独開催) 長瀬 13
10月29日(単独開催) 上渡一木 6
11月2日(単独開催) 夢ヶ丘 3
11月7日(単独開催) 旭河 8
11月8日(会合時) 布袋 11
11月9日(単独開催) 稲常 15
11月16日(単独開催) 谷一木 15
11月22日(会合時) 河原 20

合　　計 134



〇
避
け
て
通
れ
な
い
病
気
と

い
う
か
切
実
な
こ
と
で
自
分

に
起
こ
る
可
能
性
も
高
い
し

自
分
の
周
り
に
も
起
こ
り
う

る
の
で
、
そ
の
時
あ
わ
て
る

の
で
は
な
く
今
か
ら
心
の
対

処
の
仕
方
を
受
け
止
め
る
必

要
を
感
じ
た
。

■
認
知
症
を
、
身
近
な
問

題
、
自
分
の
こ
と
、
誰
も

が
直
面
す
る
問
題
と
と
ら

え
た
と
す
る
感
想(

16

人)

■
認
知
症
の
理
解
や
そ
の

対
応
つ
い
て
書
か
れ
た
感

想(

61

人)

■
認
知
症
に
つ
い
て
の
学

習
、
周
囲
や
地
域
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
書
か
れ
た

感
想(

16

人)

〇
認
知
症
を
知
る
、
聞
く
、

見
る
、
機
会
に
ふ
れ
る
こ
と

が
重
要
と
思
う
。

〇
関
心
を
持
つ
機
会
が
小
学

校
か
ら
あ
れ
ば
も
っ
と
良
い
。

〇
核
家
族
の
今
、
高
齢
者
と

の
ふ
れ
あ
い
、
か
か
わ
り
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
う

し
た
中
で
認
知
症
を
知
る
機

会
も
少
な
く
、
関
わ
り
方
が

分
か
ら
な
い
、
い
か
に
早
く

認
知
症
に
気
付
く
か
か
が
重

要
と
思
う
。

■
認
知
症
の
予
防
に
つ
い

て
書
か
れ
た
感
想(

5

人)

■
認
知
症
に
対
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
つ
い
て
書
か
れ

た
感
想(

16

人)

■
自
分
の
体
験
と
重
ね
て

書
か
れ
た
感
想(

4

人)

〇
自
分
も
認
知
症
に
な
ら
な

い
よ
う
、
食
事
・
運
動
・
頭

を
使
う
こ
と
、
ス
ト
レ
ス
を

た
め
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

人権講演会 高齢者と人権
～認知症を知ろう～（河原人権福祉センター共催）7/5（土）参加者 25名

今
年
度
は
講
師
に
鳥
取
市
人

権
教
育
推
進
員
植
田
和
夫
氏
を

講
師
に
迎
え
開
催
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
「
高
齢
者
と
人
権

認
知
症
を
知
ろ
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
高
齢
化
社
会
の
現
状
と

認
知
症
へ
の
理
解
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

近
年
、
高
齢
者
の
割
合
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
認
知
症
の
人

も
年
々
増
加
し
、
現
在
で
は
お

よ
そ
高
齢
者
の
５
人
に
１
人
が

認
知
症
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
認

知
症
の
診
断
と
対
応
の
基
本
、

そ
し
て
認
知
症
の
人
と
接
す
る

際
の
心
構
え
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
認
知
症
を
正
し

く
理
解
す
る
こ
と
が
偏
見
や
差

別
を
な
く
し
、
高
齢
者
の
人
権

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い

う
点
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
全
体
で
支
え
合
い
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
の
重
要
性
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

本
講
演
会
を
通
じ
て
、
認
知

症
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
誰
も
が
尊
厳
を
持
っ

て
暮
ら
せ
る
「
共
生
社
会
の
実

現
」
に
向
け
て
、
地
域
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
そ
の

内
容
を
小
地
域
懇
談
会
に
も
生

か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講師：植田 和夫さん

■
ビ
デ
オ
の
選
定
や
内
容

に
つ
い
て
書
か
れ
た
感

想
・
意
見(

4

人)

〇
資
料
の
中
に
記
し
て
あ
っ

た
助
成
や
、
い
ろ
い
ろ
な
シ

ス
テ
ム
活
用
な
ど
を
知
れ
た

の
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。

〇
参
加
さ
れ
た
方
が
、
ご
家

族
が
認
知
症
に
な
り
大
変

だ
っ
た
こ
と
を
話
し
て
く
だ

さ
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
同
じ
で
、

変
わ
っ
て
い
く
様
子
を
見
る

の
は
つ
ら
か
っ
た
こ
と
、
実

際
に
あ
る
こ
と
だ
と
、
み
ん

な
で
共
有
で
き
ま
し
た
。

〇
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
内
容
は
子
ど
も

さ
ん
向
け
か
な
と
思
わ
れ
、

集
ま
っ
た
人
の
中
に
は
、
内

容
に
不
足
を
感
じ
ら
れ
た
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

な
お
、
資
料
に
は
そ
れ
を
補

足
、
ま
た
、
詳
し
く
ま
と
め

て
あ
る
の
で
そ
れ
が
よ
か
っ

た
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

〇
認
知
症
の
年
寄
り
に
対
す

る
接
し
方
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
の
家
に

も
認
知
症
の
年
寄
り
が
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
本
人
が

安
心
し
て
楽
し
く
過
ご
せ
る

よ
う
接
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
‼

後
で
後
悔
し
な
い

た
め
に…

…

‼

〇
離
れ
て
暮
ら
す
親
が
一
人

暮
ら
し
で
、
地
域
の
包
括
セ

ン
タ
ー
に
見
守
り
を
頼
ん
で

い
る
の
で
安
心
で
き
る
と
い

う
話
も
で
た
り
と
、
地
域
の

サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
積
極
的

に
利
用
し
た
方
が
い
い
と
の

情
報
も
共
有
で
き
ま
し
た
。


